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普
天
間
飛
行
場
の
危
険
な
現
状
と
い
う
政
府
発
言
の
根
拠
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

令
和
二
年
二
月
二
十
一
日
に
受
領
し
た
「
衆
議
院
議
員
下
地
幹
郎
君
提
出
普
天
間
飛
行
場
の
早
期
移
設
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
二
〇
一
第
五
一
号
）
」
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
普
天
間
飛
行
場
の
離
着
陸
等
回
数
は
、 

 
 

平
成
二
十
九
年
度 

一
万
三
千
五
百
八
十
一
回
、
平
成
三
十
年
度 

一
万
六
千
三
百
三
十
二
回 

で
あ
っ
た
。
他
方
、
他
の
空
港
の
離
着
陸
等
回
数
（
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
空
港
管
理
状
況
調
書
」
の
「
着
陸
回
数
」

を
二
倍
し
た
も
の
）
を
見
る
と
、
例
え
ば
、 

 

福
岡
空
港 

 
 

平
成
二
十
九
年
度 

十
七
万
八
千
五
百
二
十
二
回
、
平
成
三
十
年
度 

十
八
万
千
四
百
四
十
六
回 

 

伊
丹
空
港
（
大
阪
国
際
空
港
。
以
下
、
単
に
「
伊
丹
空
港
」
と
言
う
。
） 

 
 

平
成
二
十
九
年
度 

十
三
万
八
千
三
百
六
十
回
、
平
成
三
十
年
度 

十
三
万
八
千
四
百
八
十
八
回 

 

那
覇
空
港 

 
 

平
成
二
十
九
年
度 

十
六
万
六
千
四
百
二
十
八
回
、
平
成
三
十
年
度 

十
六
万
三
千
九
百
二
十
六
回 

と
、
い
ず
れ
も
普
天
間
飛
行
場
の
離
着
陸
等
回
数
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。 



 

２ 

 

 
ま
た
、
半
径
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
学
校
（
小
・
中
・
高
）
の
数
（
地
図
情
報
を
基
に
手
元
で
集
計
）
は
、 

 
 

伊
丹
空
港 

三
十
六
校
程
度
、
福
岡
空
港 

二
十
九
校
程
度
、
普
天
間
飛
行
場 

十
八
校
程
度 

で
あ
り
、
半
径
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
住
宅
戸
数
（
世
帯
数
）
（
地
図
情
報
を
基
に
手
元
で
集
計
）
は
、 

 
 

伊
丹
空
港 
約
九
万
六
千
戸
、
福
岡
空
港 

約
八
万
三
千
戸
、
普
天
間
飛
行
場 

約
四
万
二
千
戸 

で
あ
る
。 

 

安
倍
総
理
は
、
国
会
答
弁
で
も
繰
り
返
し
、
「
住
宅
や
学
校
で
囲
ま
れ
、
世
界
で
最
も
危
険
と
言
わ
れ
る
普
天
間
飛
行
場
が

固
定
化
さ
れ
、
危
険
な
ま
ま
置
き
去
り
に
さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」
と
述
べ
て
い
る
。 

一 

こ
こ
で
挙
げ
た
各
空
港
の
離
着
陸
等
回
数
や
周
辺
環
境
に
即
し
て
見
た
と
き
に
、
普
天
間
飛
行
場
の
現
状
は
「
世
界
で
最

も
危
険
」
な
空
港
に
当
た
る
の
か
。
政
府
が
普
天
間
飛
行
場
を
「
世
界
で
最
も
危
険
」
と
す
る
根
拠
を
お
示
し
い
た
だ
き
た

い
。 

二 

政
府
の
発
言
又
は
文
書
の
中
で
、
「
普
天
間
飛
行
場
は
世
界
で
最
も
危
険
」
と
い
う
認
識
を
一
番
最
初
に
明
ら
か
に
し
た

の
は
、
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
場
に
お
い
て
で
あ
っ
た
か
。
そ
し
て
そ
の
時
は
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
「
世
界

で
最
も
危
険
」
と
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
説
明
さ
れ
た
い
。 



 

３ 

 

三 

一
番
最
初
に
明
ら
か
に
し
た
と
き
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
「
世
界
で
最
も
危
険
」
と
い
う
認
識
の
根
拠
に
つ
い

て
変
遷
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
変
遷
の
経
過
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
、
ど
う
い
う
場
に
お
い
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
も
の
で
、
ど
う
い
う
背
景
が
あ
っ
た
の
か
を
含
め
て
、
説
明
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


